
自

ピ
ン
ト
が
合
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

雰
囲
気
は
出
て
い
ま
す
。
行
動
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
一
〇
〇
の

評
論
よ
り
一
の
行
動
が
好
き
で
す
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

実
は
寝
屋
川
の
女
性
の
「
三
〇

〇
〇
万
署
名
も
り
あ
げ
隊
ダ
ン
ス
」

に
お
そ
ろ
い
の
赤
い
服
を
着
て
私

も
参
加
し
た
の
で
す
。
明
る
く
楽

し
い
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
感
想
を
聞
き
な
が
ら
、

署
名
用
紙
を
預
け
て
い
ま
す
。
こ

の
学
習
会
を
力
に
、
署
名
が
ん
ば

り
ま
す
。

前
列
左
か
ら
二
人
目
、
少
し

太
め
が
私
で
す
。

渡
辺
治
さ
ん
の
学
習
会
に
五
〇
〇
人

こ
れ
を
力
に
三
〇
〇
〇
万
署
名

が
ん
ば
り
ま
す

長
野
邦
子
（
南
寝
屋
川
）

先
頭
に
す
る
９
条
の
会
の
駅
頭
で
の

宣
伝
と
署
名
。
二
つ
め
は
、
隣
近
所

を
、
暇
を
み
て
は
歩
き
ま
わ
る
こ
と

で
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
、
薬
局
、

雑
貨
屋
、
鰻
屋
さ
ん
。
今
が
ん
ば
ら

ず
、
座
視
し
て
い
て
は
悔
い
を
残
し

ま
す
。
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・
３
・

）

206

18

12

参
加
者

三
人
。
出
稿
は

九
人
、
十
八
首
。
春
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
暖
か
い

日
で
し
た
。

ス
ー
チ
ー
さ
ん
苦
し
い
頃
の
あ
の
笑
顔
ト
ッ
プ
に
就
い
た
今
の

渋

面

じ
ゆ
う
め
ん

髙
橋
貞
雄

無
念
な
り
名
護
市
長
選
の
四
年
後
へ｢

鉄
の
暴
風
」
の
再
読
始
む

川
上
憲
一

如
月
の
朝
一
番
の
澄
ん
だ
空
ほ
の
ぼ
の
明
け
れ
ど
空
気
冷
た
し

月
岡
秀
夫

憲
法
を
死
守
す
べ
き
と
誓
い
し
が
加
憲
な
ら
ば
と
心
動
揺

池
永

孝

過
労
死
に
後
一
歩
だ
と
言
わ
れ
し
子
優
し
さ
気
遣
い
教
え
た
せ
い
か千

賀
茂
世

ベ
ラ
ン
ダ
の
春
の
日
だ
ま
り
雀
来
て
さ
え
ず
る
姿
じ
っ
と
眺
め
る佐

々
木
有
馬

兜
太
氏
の
揮
毫
を
掲
げ
し
町
医
者
も
気
持
ち
の
せ
い
か
人
疎
ら
な
り

と
う

た

松
田
皓
平

夫
誤
嚥
で
肺
炎
に
な
る
高
熱
で
真
夜
中
も
う
な
さ
れ
し
ゃ
べ
る
暗
き
病
室

つ
ま

山
尾
邦
子

硫
黄
島
の
白
煙
遠
く
上
り
け
り
激
戦
の
跡
今
も
残
し
て

福
谷
美
智
子

次
回
第
二
〇
七
回
の｢

楽
し
む
会｣
は
、
四
月
九
日(

月)

二
時
か
ら
教
育
会
館
な

な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
四
月
二
日
ま
で
に
左
記
宛
、

ハ
ガ
キ
・FA

X

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17
tel

・fax
072-954-8524

ma
i
l
k
un
c
ha
n9
25
@
ou
tl
oo
k
.j
p

携
帯

0
90
9
16
7
3
03
1

寝
屋
川
で
は
、
毎
年
２
月

日
11

に
「
建
国
記
念
の
日
不
承
認
の
つ

ど
い
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
何
と
言
っ
て
も
「
安
倍

９
条
改
憲
ス
ト
ッ
プ
」
の
取
り
組

み
に
し
よ
う
と
学
習
会
を
計
画
。

ま
ず
、
講
師
（
一
橋
大
学
名
誉

教
授
の
渡
辺
治
さ
ん
）
を
押
さ
え

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
会
場
が
定

員
七
〇
〇
人
の
寝
屋
川
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
し
か
空
い
て
い
な
い
の

で
す
。
急
遽
、
大
阪

区
（
四
條

12

畷
、
寝
屋
川
、
大
東
）
三
〇
〇
〇

万
署
名
学
習
交
流
会
と
し
て
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
日

は
五
〇
〇
名
を
越
え
る
参
加
で
大

成
功
。
渡
辺
さ
ん
の
「
安
倍
改
憲

の
ね
ら
い
は
何
か
。
そ
れ
を
阻
む

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
の
一

〇
〇
分
に
わ
た
る
講
演
は
迫
力
が

あ
り
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
腹

に
ス
ト
ン
と
落
ち
る
も
の
で
し
た
。

私
が
お
誘
い
し
た
ご
近
所
の
元

大
学
の
先
生
か
ら
「
邦
子
様
。
今

日
の
講
演
会
は
よ
か
っ
た
。
渡
辺

先
生
の
情
熱
も
感
じ
、
政
治
の
知

識
も
理
解
で
き
て
、
感
動
し
て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
三
〇
〇
〇
万
人

署
名
の
意
味
も
理
解
で
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
今
、
署
名
用
紙
３
枚
目

に
入
っ
て
い
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
貴
方

の
お
姿
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

春の散策

ぶらり八幡ロマン街道を散策

国宝石清水八幡宮を中心に歴史を訪ねながら
史跡を巡り、木津川･宇治川･桂川の三川合流部
に広がる自然の大パノラマや緑豊かな男山で森
林浴を楽しみ、春の一日をゆっくり散策しまし
ょう。
桜の開花は如何に。木津川と宇治川を分ける

背割堤約1.4キロメートルに植栽された248本の
「ソメイヨシノ」。3/20～4/20の間、男山桜祭
りが催されます。山上エジソン記念碑前のしだ
れ桜、展望台の桜がお勧めスポットとか。また、
松花堂庭園は「椿の松花堂」としても有名。園
内や椿園には、京椿、茶花などの古花・名椿約2
00種が春の庭に彩りを添えています。

記

日時：４月２日（月）１０時

集合場所：京阪 八幡市駅改札

★大阪方面からの電車

京橋駅 9：27 発(特急出町柳行)⇒枚方駅 9：44 発
⇒八幡市 9：57着

★京都方面からの電車

三条 9：24 発⇒東福寺 9：30 発⇒中書島 9：49 発
⇒八幡市 9：58着

行程： 京阪八幡市駅→航海記念塔→淀屋辰五郎墓→

高良神社→安居橋(あんごばし) →飛行神社→

石清水八幡宮→エジソン記念碑→頼風塚・女郎

花塚→善法律寺 →正法寺→松花堂庭園

持ち物：弁当、水筒、天候により雨具

その他：事前の申込は不要です。

天候が疑わしい場合は午前７時までに下記いずれ

かにお電話ください。

連山 豊 072-941-8794 山上俊夫 06-6571-6295
笹岡優光 06-6613-0898 辻 清孝 072-453-5214

憤
り
を
署
名
に

松
田
晧
平
（
港
）

私
は
、
９
条
改
悪
を
企
て
る
安
倍

政
治
に
憤
り
を
感
じ
、
署
名
に
と
り

組
ん
で
い
ま
す
。
一
つ
は
、
牧
師
を

2018年度 第２８回総会 ご予定下さい。

５月２０日（日）14:00～
於：たかつガーデン コスモス

ご家族、ご近所、教え子などに訴えて「安倍 9
条改憲 NO!3000 万署名」を集めて下さい。用紙
が埋まらなくて結構ですので、ご返送下さい。
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【
３
月
】

日(

金)
:

第

回
囲
碁
大
会

30

13

00

57
７
０
５
室

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

30

14

00

歌
う
会

【
４
月
】

２
日(

月)
:

春
の
散
策

10

00京
阪
八
幡
市
駅
集
合

２
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

９
日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

14

00

日(

金)
:

三
千
万
署
名
街
宣

20

12

00

上
六
交
差
点

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

20

14

00

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

23

14

00

歌
う
会

当

面

の

日

程

「
蔵
書
活
用

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

一
覧
表
訂
正

Ｃ
ー
３
遠
山
啓
著
作
集

数
学

論
シ
リ
ー
ズ
（
０
～
４
）
は
、

教
育
論
シ
リ
ー
ズ
の
間
違
い
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

安
倍
首
相
宛
要
請
は
が
き

同
封
の
大
退
教
要
請
は
が
き
は

各
自
ご
記
入
の
上
、
切
手
を
貼

っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

神
原
敬
夫
前
会
長
の
ご
逝
去
を
悼
む

あ
ん
な
に
お
元
気
だ
っ
た
神
原
さ
ん
が
肝
不
全
の
た
め
二
月
一
七
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
一
月
の
囲
碁
大
会
、
幹
事
会
に
い
つ
も
通
り
に
元
気
に
参
加
さ
れ
、
終
わ
っ
た
後
の
飲

み
会
で
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
っ
た
戦
後
教
育
改
革
や
教
育
課
程
問
題
の
仕
上
げ
に

つ
い
て
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
に
…
。
無
常
の
世
と
は
い
え
あ
ま
り
に
性
急
な
旅
立
ち
に

た
だ
た
だ
驚
き
、
無
念
さ
・
寂
し
さ
が
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

神
原
さ
ん
は
、
九
二
年
度
、
長
尾
高
校
校
長
を
退
職
し
て
退
教
の
幹
事
と
な
り
、
九
八
年

か
ら
新
設
さ
れ
た
会
計
、
〇
七
年
か
ら
一
五
年
ま
で
会
長
を
つ
と
め
る
な
ど
文
字
通
り
退
教

と
と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
会
長
時
に
は
二
〇
周
年
記
念
事
業
、
年
会
費
制
へ
の
移

行
、
Ｈ
Ｐ
の
開
設
な
ど
運
動
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
会
長
勇
退
後
は
「
退
教
通
信
」
や
諸
行

事
の
記
録
・
整
理
に
力
を
尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
二
五
周
年
記
念
誌
発
行
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

神
原
さ
ん
は
探
求
心
旺
盛
、
合
理
的
で
責
任
感
の
強
い
人
で
し
た
。
諸
行
事
に
は
ほ
ぼ
全

て
に
参
加
し
、
デ
ジ
タ
ル
、
年
金
、
平
和
の
問
題
で
は
す
す
ん
で
講
師
を
引
き
受
け
そ
の
研

究
の
成
果
を
伝
授
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
平
和
問
題
で
は
、
幼
年
学
校
に
通
っ
た
自
ら
の

戦
時
体
験
を
踏
ま
え
、
マ
ス
コ
ミ
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る

な
、
風
を
読
ん
で
従
う
な
、
情
報
を
取
捨
選
択
で
き
る
自
分

の
座
標
軸
、
判
断
力
を
持
て
と
自
戒
の
念
を
語
り
か
け
ま
し

た
。
今
、
そ
の
重
み
が
改
め
て
実
感
さ
れ
ま
す
。
神
原
さ
ん

が
遺
し
た
も
の
を
胸
に
歩
み
を
つ
づ
け
て
ま
い
り
ま
す
。
安

ら
か
に
お
や
す
み
く
だ
さ
い
。

広
瀬

晃

月

日
か
ら

日
迄
志
賀

2

18

21

高
原
一
ノ
瀬
ス
キ
ー
場
で
の
府

高
退
教
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
、
今
年

は

人
の
参
加
で
し
た
。
例
年

11
の
よ
う
に
桶
谷
先
生
ご
夫
妻
の

指
導
の
下
、
好
天
に
恵
ま
れ
絶

好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

桶
谷
先
生
は
ま
ず
巧
み
な
話

術
で
説
明
し
た
後
、
オ
ー
バ
ー

気
味
に
模
範
の
滑
り
を
し
て
見

せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
一
人
ひ

と
り
の
滑
り
を
見
て
そ
の
良
し

悪
し
を
的
確
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に

指
摘
し
て
下
さ
い
ま
す
。
先
生

の
指
導
に
う
ま
く
乗
せ
ら
れ
て

自
然
に
出
来
た
よ
う
な
気
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
、
…
が
な
か
な
か

の
繰
り
返
し
で
す
。
今
年
の
端

的
な
ひ
と
言
の
指
摘
は
、
「
ウ

ェ
ー
デ
ル
ン
」
で
は
な
く
「
前

ー
デ
ル
ン
」
…
等
々
。
ひ
と
言

の
意
味
を
メ
モ
し
て
理
解
し
な

お
さ
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
で
は
２
日
目
の
夕
食

後
、
吉
竹
夫
妻
に
よ
る
今
年
で

３
年
目
に
な
る
演
芸
会
が
あ
り

ま
し
た
。
吉
竹
さ
ん
の
腹
話
術

で
は
金
ち
ゃ
ん
と
の
軽
妙
な
や

り
と
り
、
吉
竹
夫
人
の
落
語
で

真夜中の厨に異臭を放つあり六月置きたる冬瓜崩れつ
くりや む つ き

一年と三月を経たる冬瓜をようよう食すよくぞ持ちたる
ひととせ み つ き

冬瓜を栽培して１５年。球形の大丸（おおまる）冬瓜と楕円形

の大長（おおなが）冬瓜を育てています。その名の通り大形で、

これまで最大のものはどちらも１２㎏もあるものでした。しかし

大き過ぎるものは歓迎されないことがわかってきたので、最近は

６～７㎏で収穫します。冬瓜は「秋に収穫しておいて冬でも食べ

られる瓜」の意味のようですが、冬を待たず収穫後１～２ヶ月で

腐るものもあり、すべてが冬まで健全であるわけではありませ

ん。腐らずに長持ちするかしないかは、経験上、①個体そのもの

の生命力 ②保管場所の温度や湿度などの条件による、と言えそ

うです。

１首目は５年前の作。寝苦しくて台所に水を飲みに行くと、大

丸冬瓜の果肉が一気に崩れ皮が裂けて臭い汁が流れ出ていまし

た。

２首目は今年の作。「持つ」は「品質が長い間変わらずに保た

れる」の意。このとき食べたのは１昨年の１０月から今年の１月

まで１年と３ヶ月の間、２階に上がる階段の踊り場に保管（とい

うより放置）していた大丸冬瓜です。もちろん乾燥が進み、重さ

は収穫時の半分以下になっていましたが十分に美味でした。秋に

収穫された冬瓜が２度冬を迎えるということはあまりないことで

しょう。これが我が家の冬瓜保管の最長記録です。

大長冬瓜・大丸冬瓜作って１５年

髙橋 貞雄（金岡）

松
浦

紀
彦(

藤
井
寺)

は
即
興
の
枕
で
始
ま
る
「
ち
り

と
て
ち
ん
」
の
堂
々
た
る
語
り

な
ど
、
も
う
プ
ロ
そ
の
も
の
。

そ
の
あ
と
も
交
流
会
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

日
目
の
夕
食

3

前
は
ロ
ビ
ー
で
同
宿
の
浅
香
さ

ん
に
よ
る
本
格
的
な
ソ
プ
ラ
ノ
コ

ン
サ
ー
ト(

ピ
ア
ノ
伴
奏
は
浅
香

さ
ん
の
母)

を
真
近
で
聴
き
、
そ

の
声
量
と
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。私

は
府
高
退
教
の
ス
キ
ー
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

年
目(

そ

5

の
前

年
間
位
ス
キ
ー
は
も
う
無

15

理
と
封
印
し
て
い
た)

、
年
１
回

(

会)

の
ス
キ
ー
を
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
再
開
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
ス
キ
ー
は
歳
を

と
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
進
化
が
楽
し

府高退教スキー 勢揃い

め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
で
す
。

も
っ
と
沢
山
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

「９０通の手紙 中国大陸・ビ

ルマから生還した青年兵士」

森田敏彦（成城工定）

ある兵士が家族にあてた軍事

郵便などを活字化し、森田さ

んが解説文を付されました。

天皇制絶

対主義下

で兵士と

して戦争

にかり出

された若

者の体験

が伺える

書です。
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